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【基本財務】 

１、取引先コード入力機能 
仕訳の「取引先」を 4 桁コードで入力可能にする機能を追加しました。 

 

(1)取引先設定 

  仕訳入力等で呼出す取引先選択ダイアログの初回表示順を設定する機能を追加しました。 
（例：「取引先設定／取引先絞り込みダイアログ」の画面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※新規に取引先を登録する場合、取引先コードは空番号に自動付番されます。お客様で任意のコード

を登録することはできません。既存データで表示される取引先コードは、登録順に付番されたもの

です。ただし、DOS 版 CASHRADAR からデータコンバートした場合は、DOS 版で使用していた取引先コ

ードが表示されます。 

※仕訳入力等の取引先選択ダイアログの表示順は端末ごとにレジストリへ登録されるため、同一の 

会社データであっても端末を変更した場合に「表示順」欄の設定が変わる事があります。 

取引先設定の一覧に対する表示順、取引先選択

ダイアログの起動時の表示順を設定します。 

※仕訳入力等で取引先をコード入力する場合は 

｢取引先番号｣を選ぶのが便利です。 

取引先絞り込みダイアロ

グで選択した表示順で一

覧表示されます。 
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(2)仕訳入力 他 

  定時取引入力、随時取引入力、現金出納帳入力、銀行帳入力、仕訳入力、仕訳日記帳にお

いて、取引先のコード入力を可能にする機能を追加しました。 
 
（例：「随時取引入力」の画面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（例：「取引先選択ダイアログ」の画面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取引先コードを入力して、フォーカスを移動すると取引先名に自動変換

します。 

 
※日本語入力でそのまま取引先名を入力することもできます。 

取引先設定で選択した表示順で表示されます。 

※タイトルバーで表示順を変更しても次回起動時は、取引先設定で選択した表示順に戻ります。 

タイトルバーをクリックすると表示

順が変更されます。 

・ コード  ：番号が昇順／降順で切替 

・ 取引先名：五十音が昇順／降順で切替 
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(3)仕訳日記帳 
検索条件に「取引先コード」を追加しました。 

 
～補足：取引先コード入力の手順～ 

  基本財務の入力系メニュー（定時取引入力、随時取引入力、現金出納帳入力、銀行帳入力、

仕訳入力）、及び仕訳日記帳共通で以下の手順となります。 
 
  ①取引先欄で該当の取引先コードを入力します。 
   （日本語入力が起動していますがそのままコードを入力します。） 
    （例：「29 中野モード F.A」の場合） 

 
 
 
 
 
  ②次の項目（消費税区分又は金額等）へフォーカスするとコードに対応した取引先名 
    へ自動変換されます。 
    （例：「29 中野モード F.A」の場合） 

 
 
 
 
 
    【注意点】 

     ※1：コード入力で取引先名に変換されるのは、全角 4 桁（半角 4 桁を含む）までの数字のみを 

          入力した場合です。名称が数字のみの取引先がある場合は運用にご注意下さい。 

          具体例：）「29 中野モード F.A」の場合 

             OK：「２９」、「０２９」、「００２９」、「29」、「029」、「0029」 

             NG：「２９中野」、「29 中野」、「００２９０」、「00290」等 

                 （NG の場合は、そのまま日本語入力した文字となります。） 

     ※2：入力済み（変換後）の取引先にフォーカスを移動しても取引先コードの再表示はされません。 

         （コード入力の場合、取引先欄からフォーカスを移動した時点で取引先名に変換されるため、 

           取引先欄にコード情報は残っていません。） 

       ※3：総勘定元帳等の仕訳修正ダイアログで取引先を修正する場合には、コード入力で修正するこ

とはできません。 

 
 

 

処  理  日 摘                   要 消区分 金      額 借 方 科 目 貸 方 科 目 証№
取引区分 取        引        先 税   額 消費税額 補 助 科 目 補 助 科 目 損益部門

2004/11/01 売上高計上  中野モード 102 0 売掛金 売上高
全区分  ２ ９ 内税 0 中野モード 中野モード 共通

1 度目の｢Enter｣でコードが確定します。 

処  理  日 摘                   要 消区分 金      額 借 方 科 目 貸 方 科 目 証№
取引区分 取        引        先 税   額 消費税額 補 助 科 目 補 助 科 目 損益部門

2004/11/01 売上高計上  中野モード 102 0 売掛金 売上高
全区分 中野モードF．A 内税 0 中野モード 中野モード 共通

2 度目の｢Enter｣でコードに該当した取引先名に変換されます。 
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２、選択ダイアログの拡大機能 
仕訳入力等のメニューでポップアップ表示される各種「選択ダイアログ」の表示サイズ

が、画面解像度に合わせて拡大されます。 
※CASH RADAR Pro では、画面解像度（画面の拡大）について、｢1024×768｣、｢800×600｣に対応

しています。従来バージョンまでの仕様では｢1024×768｣を選択した場合も、各メニューで表示さ

れる選択ダイアログは拡大されていませんでした。 

 
３、元帳の消費税１行表示選択機能 
総勘定元帳・補助元帳の金額表示を、１行・２行のいずれかに設定する機能を追加しま

した。 
※従来の仕様では、経理方法［税抜］を選択している場合の金額表示について、上段「税

込」、下段「税抜」の 2行表示のみを採用していました。 

 

(1)消費税設定 

  消費税設定において、消費税区分ごとに税込・税抜の２行表示と税抜のみの１行表示のい

ずれかを選択できるように「２行表示」欄を追加しました。 
 （例：「消費税設定」の画面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢２行表示｣欄で｢しない｣

を選択することで該当取

引について、総勘定元帳

等で税抜金額のみが表示

されます。 

                         ｢F7 設定｣を押下して｢全クリア｣を選択するとすべて 

                         の消費税区分で｢しない｣が選択できます。 

                         ※初期値に戻す時は、｢初期化｣を選択します。 
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(2)総勘定元帳 他 

  消費税設定メニューで上記(1)の設定を行うことで、総勘定元帳・補助元帳・連続帳票出力

（総勘定元帳、補助元帳）について、該当の消費税区分を使用した取引の金額が税抜金額

のみの表示となります。また、月次試算表・科目残高確認表からの追跡表示も同様です。 
 
（例：「総勘定元帳」の画面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４、試算表画面のページ切替え機能 

月次試算表・科目残高確認表において、端末の PageUp(PgUp)、PageDown(PgDn)キ
ーで画面スクロールが可能になります。 

 
５、科目コードによる連続帳票出力絞り込み機能 
［Ｆ６絞込］キーにおいて、科目コードによる出力範囲絞り込みが可能になります。 
（例：[F6 絞込]ダイアログ） 

   

具体例） 

｢120 輸出売上・課税品｣

の消費税区分を｢２行表

示＝しない｣にした場合、

税抜金額のみが表示され

ます。 
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６、元帳印刷の文字サイズ拡大機能(総勘定元帳・補助元帳) 
印刷される文字サイズについて、通常・拡大のいずれかを選択できるようになります。 

   

 
７、不具合改修・その他の改善点 
(1)補助元帳 

  [9999 補助科目未定]の元帳を出力できるように改修しました。 

(2)部門別損益計算書 

   [大分類][小分類]の明細表示をすると『“”は整数ではありません』と表示される場合が

ある不具合を改修しました。 

(3)科目別残高登録 他 

   初期コード「2120～2129」に登録した値が、借方合計に集計されない不具合を改修しま

した。(コードは NMC 初期コード)  

※対象･･･科目別残高登録、過去実績値登録、比較試算表、精算表 

(4)月次試算表 

   ユーザー種別が「個人」、且つ科目体系業種が「医療」の場合に、元入金の残高が負債・

資本の部に反映されない不具合を改修しました。 

(5)総勘定元帳・補助元帳 

   [9999 補助科目未定]で登録された仕訳について、補助欄が空欄で表示(及び印字)されてし

まう不具合を改修しました。 

(6)仕訳変更履歴一覧 

   同一の仕訳について、修正 → 削除の順に操作を行なうと、それぞれの操作日時が同じ

になってしまう不具合を改修しました。 
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【給与計算】 

１、部門別給与明細一覧への社員数表示機能 
給与(賞与)支給明細一覧メニュー「部門別給与明細一覧」の印刷において、各部門の所

属社員数の印字を選択する機能を追加しました。 

    

 
２、金種表の部門別／社員別出力選択機能 

給与部門計算を行っている場合においても社員別の金種表を出力できるように、 
「社員別／部門社員別」の選択機能を追加しました。  
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３、雇用保険料額の端数処理方法選択機能 
雇用保険料額の算出において、端数処理方法を選択する機能を追加しました。 

 
設定は会社設定［基本情報設定］で行います。 
 ＜選択可能な処理方法＞ 
  50 銭以下切り捨て (※) 

  50 銭未満切り捨て 

  1 円未満切り捨て  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(※)今回の Ver4.6.1CD-ROM をインストールすると「50 銭以下切り捨て」が初

期設定されます。 

給与データ入力運用の前に、基本情報設定を必ずご確認下さい。 

 

なお、Ver4.6.0 以前の計算仕様は「1円未満切り捨て」になっております。
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【工事原価管理】 

１、工事取引入力における摘要絞り込み表示 
仕訳情報の入力時に「選択した摘要は対象外です」とエラーになる条件の摘要につい

て、摘要選択ダイアログへの表示自体をさせない改修を行いました。 
 

(1)支出金処理 

  ・計上方法「発生」の場合 

基本情報設定において「未成工事支出金科目」に設定されている科目が使用されている

摘要のみが、摘要選択ダイアログに表示されます。 

・計上方法「洗替」の場合 

 製造原価科目が使用されている摘要のみが、摘要選択ダイアログに表示されます。 

 

(2)収入金処理 

  ・計上方法「発生」の場合 

基本情報設定において「未成工事支出金科目」に設定されている科目が使用されていな

い摘要が、摘要選択ダイアログに表示されます。 

・計上方法「洗替」の場合 

 製造原価科目が使用されていない摘要が、摘要選択ダイアログに表示されます。 

 
２、工事別損益要約の残高ゼロ表示 

工事別損益要約において、原価０円の工事を表示可能にする選択機能を追加しました。 
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３、完成区分ごとの合計表示 
工事別損益要約、工事別進捗一覧において、完成区分ごとの合計額が表示されるよう

になります。 

(1)工事別損益要約 

 

   ※［Ｆ３印刷］では、合計欄のみの出力が選択可能になります。 

  

     

 

(2)工事別進捗一覧 
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【リリース済みシステムの包括】 

 Ver4.6.1CD-ROM には、既にリリースされている下記の内容が包括されています。 
１、各種社会保険料率改正（給与計算） 

厚生年金保険料率             [16 年 9 月メンテナンス] 

介護保険料率               [17 年 2 月メンテナンス] 

雇用保険料率               [17 年 3 月メンテナンス] 

 

＜ご確認下さい＞ 

Ver4.6.0 の新規 Setup(再 Setup)を行った場合、センター登録の翌日に、保険料率を改正する自

動メンテナンスが配信される仕様です。Setup 時に当 CD-ROM「Ver4.6.1」をインストールしてい

る場合は、起動時のセンター通信で「最新のモジュールリリース情報が届いています」という表

示に対し、『いいえ』を選択しても最新の保険料率が適用された状態になっています。 

 なお、センター通信後の「最新のモジュール情報が届いています」という表示をさせないように

するためには、以下の A、B いずれかの方法を取って下さい。 

  方法Ａ：表示に対し『はい』を選択して、メンテナンスを実行する 

  方法Ｂ：Ver4.6.1(若しくは 4.6.0)CD-ROM を用いて、以下の作業を行う 

① CD-ROM を挿入し、自動起動するプログラムを終了させる 

② デスクトップ上の [マイコンピュータ] をダブルクリック 

③ CD-ROM のアイコンを右クリックし、[開く] をクリック 

④ CD-ROM 内『support』フォルダをダブルクリック 

⑤ 【ＰＧＭＭＮＴ２００１０３．ＥＸＥ】アイコンをダブルクリック 

  
２、年末調整対応プログラム 

http://www.nmc.ne.jp/crp/osirase/SN041118_1.htm    ［16 年 11 月ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、CD-ROM ﾘﾘｰｽ］ 

 

３、各種仕様変更・不具合改修プログラム 
http://www.nmc.ne.jp/crp/osirase/SN041129.htm     ［16 年 11 月ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ掲載］ 

 

４、給与計算・基本財務不具合改修プログラム 
   http://www.nmc.ne.jp/crp/osirase/SN041209_1.htm    ［16 年 12 月ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ掲載］ 

 

５、源泉徴収簿不具合改修プログラム 
   http://www.nmc.ne.jp/crp/osirase/SN041214_2.htm    ［16 年 12 月ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ掲載］ 

 

６、NTT データ「達人シリーズ」連動プログラム  
   ※会計事務所のみ                     ［17 年 1 月 CD-ROM ﾘﾘｰｽ］ 

以上 
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